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                           Vol.１０      

                           第１号 

                                             

 ２０１９年１月１８日 

＜事務局から＞ 

明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

  

今年の豊実は、カセン（火仙）さんの来訪（１/13）とともに始まったようです。「おかえりなさ

い！」と迎える佐藤さんとマキ子さんの笑顔に、我々も明るい気持ちになります。（詳細はＨＰの〈コ

スモ now〉をご覧ください。） 

 

さて、２０１９・イベント日程表には、７月に「国際交流フェスタ」が新たに加わりました。佐

藤さんの構想では、“世界の若者たちとアートで過疎の集落を元気にしていこう”ということになり

ます。 

昨年の外国人ウーファーや「ふるさとワーホリ」の日本の若者の受入れ実績を背景に、国際交流

を促進するイベントでは、火仙さんの果たす役割は大きなものになりそうです。 

我われも、「国際交流フェスタ」が「里山アート展」と並ぶコスモ夢舞台の二大イベントとして定

着するように努力していきたいと考えています。    

 

ところで、阿賀町豊実地区は例年になく雪が少ないようですが、今年も「スコップ・ボランティ

ア」が開催されます。新潟県の地域政策課雪対策室と阿賀町役場と組んで NPO 法人コスモ夢舞台

がその受け入れ窓口となります。 

昨年も全国各地からボランティアの皆さんが参集され、交流の輪が広がりました。行政と一体と

なった「スコップ・ボランティア」は、我々にとってまたとない広報活動のチャンスでもあります。 

皆さまのご協力参加をよろしくお願いいたします。 

（森 紘一） 

 

＜直近のイベント予定＞ 

〇スコップ・ボランティア ２０１９年２月２日（土）～３日（日）阿賀町豊実地区 

             （降雪量によって、開催日の変更があります。） 

             詳細問あわせ：0254-96-2003  

 

〇味噌つくり ２０１９年３月９日（土）～１０日（日）８～１２時 

石夢工房と周辺（２０１８年度の最終イベント） 

 

 

NPO 法人コスモ夢舞台 

フクロウだより 
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２０１９．１．２５ 

思うこと 

佐藤賢太郎 

 

コスモ夢舞台の過去、現在、未来をみても、事を運ぶには実行しないと成就しない。いくら喋れてもそれは私の評価に

値しない。話すことは大切であるが、実行が伴わない言葉は薄っぺらで聴きたくもない。 

 

私は今必要に迫られて、雪降るなか車庫を作っている。勿論一人ではできない。火仙や野口君と一緒ですが、私はそ

こでその人間を見る。  

車庫の作り方を直に見て火仙がしきりに感心する。そのあらわれとして「はい先生」という。うるさいくらいである。少し「は

い先生」を少なくしてもらいたい。そう指導しようと思うが、おそらく彼の人生でこのような７０代の人間を見るのは初めてであ

ろう。 

 

さて、車庫をどのように作るかである。少々過ぎると思う人もいると思いますが、私が元気で生きられる時間は限られて

いる。 

火仙と私は橋の下から、あるものを生かして運ぶ。そこから車庫つくりは始まる。チエーンソーなど危険な道具を使うとこ

ろは私がする。寸法が違ったら、あるものを生かして使えばいい。釘が長かったら工夫する。この釘の長さが合わないとは言

わない。考えることだ。 

寒かろうと、やると言ったら気合でやる。そして、総合的な創造力が必要である。そこには薄っぺらな言葉は通用しない。 

 

お金は必要だ。お金を稼がないとできないと言うが、私はお金が少なくともこの総合力があるからできると思う。必要に

迫られると不思議なことに人も物も集まる。そのことに感謝することを忘れてならないと感じている。 
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２０１９．１．１７ 

国際交流フェスタ 

佐藤賢太郎 

 

今年、国際国流フェスタを開催予定です。新潟県の文化振興財団の助成金支援があっても

なくても実施したいと思います。以下、その趣旨を述べます。 

趣旨 

世界各国から人材を集め、アートを中心としたイベントを開催します。 

ここは人口減少が著しい過疎地域でありますが、毎年多くの外国人がコスモ夢舞台にお出で

になります。昨年は２０人です。そして、「ふるさとワーキングホリデー」の日本の若者も

大勢集まるスポットであります。 

そこで、外国人と日本人の若者を佐藤賢太郎が指導して、独創性あふれるアートを創案し

ていただき、作品を作ります。 

「アートとは何か」、そしてなぜそのような作品を制作したのかを話し会うシンポジウム

も設けます。日本人と外国人の考え方の違いなども比較してみようと考えています。 “ア

ートで過疎の集落を活性化させよう”をスローガンとします。 

参加対象  

１０人～１５外国人＆日本人（２０歳から４０歳） 

参加者への支援 

制作材料費・食事・宿泊など 

作品内容  

立体造形、書、絵画、等 

展示会場   

山林、畑、田んぼ 

期間 

７月１４日～８月１５日（制作過程から展示） 

（７月７日～１４日制作デスカッション・指導） 

宿泊場所 

借り家（空き家対策を兼ねて借り入れた民家を修復、フル活用します） 

期待される効果 

１．過疎の町を活性化する一大イベントとして定着させる 

２．世界と日本の若者たちの国際交流・親善を促進する 

３．若者に生き方や考え方を見直すチャンス与える 
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平成 3１年１月吉日 

会員各位 

NPO法人 コスモ夢舞台   

会計 大塚秀夫 渡辺美紀 

 

平成 3１年コスモ夢舞台会費のお願い 

謹賀新年  旧年中は格別のご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。 

会員の皆様が、新しい年を健やかに迎えられましたことを心よりお慶び申し上げます。昨年は、草

津白根山の噴火に始まり、福井での記録的な大雪、大阪での地震など予期せぬ天災に見舞われ

ました。猛烈な台風が上陸しました。一日も早い復興が進むことを心よりお祈り申し上げます。 

一方、４月 30日には今上天皇が退位され、翌 5月 1日に新天皇が即位されると元号も平成から

新元号へと変わります。新潟日報新聞に、『私が提案！新元号』に阿賀町観光協会から依頼を受

け、彫刻制作に励む佐藤賢太郎さんが紹介されました。 

佐藤さんは阿賀町のイメージは世俗を離れた平和な世界を意味する「桃源郷」。自然と共生するラ

イフスタイルに外国人ら多くの若者が豊実を訪れるようになり、阿賀町豊実の魅力が芽吹きはじめ

たことから「桃牙（とうが）」と新元号を提案。 

新しい時代を迎える本年、この国のさらなる発展を願い、地域の皆様とともに自然の豊かな里山

に桃源郷を創って行きたく思います。 

つきましては、下記の通り会費納入を賜り、活動を支援していただきたくお願い申し上げる次第

です。出費多端の折とは存じますが、これまでのご協力に感謝を申し上げるとともに、引き続きの

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

記 

会  費   12,000円 

振 込 先   郵便局（ゆうちょう銀行）にて次の総合口座に振り込んでいただくことになります。 

ゆうちょう銀行口座間の送金（電信振替ＡＴＭ）は無料。      

加入者名   特定非営利活動法人コスモ夢舞台 

口座番号   11250 17768461 

 

ただし、この口座を他金融機関から郵便局（ゆうちょう銀行）に振込む場合、次の内容をご指定くだ

さい 

【店名】一二八（読み イチニハチ） 

【店番】128 【預金種目】普通預金 【口座番号】1776846に変わります。 
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